
令和6年度制度改正介護予防・日常生活支援総合事業サービスコード異動連絡票作成パターン

パターン
№

サービス
種類コード

サービス
種類名

パターン概要

1
A3
A7

訪問型サービス（独自／定
率）

通所型サービス（独自／定
率）

令和6年4月以降におけるマイナスの単位数の設定方法

＜注意＞
記載例における各サービスコードの単位数はあくまで例であり実際の単位数と異なる場合があることに留意すること。
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- 1 -



介護予防・日常生活支援総合事業サービスコード異動連絡票を送付する際の各項目設定内容について以下にパターン例を挙げる。

パターン１ 令和6年4月以降、訪問型サービス（独自／定率）、通所型サービス（独自／定率）の異動連絡票を提出（単位数の設定方法）
●設定内容例
訪問型サービス（独自／定率）、通所型サービス（独自／定率）について、マイナスの単位数を設定する場合、以下例のとおり異動連絡票を提出する。

入力情報  介護予防・日常生活支援総合事業サービスコード異動連絡票情報

介護予防・日常生活支援総合事業サービスコード台帳（異動連絡票登録後）

サービス項目
適用年月

サービス名称 利用者負担額
実施区分

2:実施可 2:実施可 2:実施可90

令和6年度制度改正介護予防・日常生活支援総合事業サービスコード異動連絡票作成パターン

異動年月日 異動区分
証記載
保険者番号

サービス種類 サービス項目

A3 6001 R06.04 訪問型サービス定率

要支援１
受給者

事業対象者終了開始

異動年月日

2:実施可 2:実施可 2:実施可-10 03:1月につき 1 01:1月につき 90

サービス種類

1:新規R06.04.01

R06.04.01 1:新規 999999

異動区分
証記載
保険者番号

A3 6001999999 000000 訪問型サービス定率R06.04 -10 03:1月につき 1 01:1月につき

要支援２
受給者

要支援１
受給者

事業対象者終了開始

支給限度額
対象区分

給付率単位数 算定単位
制限

日数・回数
算定回数
制限期間 要介護５

受給者
要介護４
受給者

要介護３
受給者

要介護２
受給者

要介護１
受給者

適用年月

要介護３
受給者

要介護５
受給者

要介護４
受給者

要介護２
受給者

要介護１
受給者

要支援２
受給者

給付率 利用者負担額
実施区分

サービス名称 単位数 算定単位
制限

日数・回数
算定回数
制限期間

支給限度額
対象区分

正常

適用開始年月が令和6年4月以降の場合、マイナスの単位数が設定可能となる。
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